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海外 No.3 フィリピン・イフガオ族による水田･焼畑･ムヨンの（二次林）利用と管理 

 

１．地域の概要 

 

（１）地理的位置 

表 地理的位置 

国名及び地域 東南アジア フィリピン共和国 イフガオ州 

経緯度 北緯約 17 度、東経約 121 度 

 

（２）自然環境（地形、気候、植生、土壌等） 

 

・イフガオ州は、フィリピン・ルソン島北部のコルディリェラ行政地域（Cordillera Administrative 

Region, CAR）に属する州である。 

・ルソン島北部を縦に貫くコルディレラ山脈の東斜面とその裾野に位置しており、州の大半が標高 700

～1,400m 程度の山岳地帯である。 

・気候は熱帯モンスーン気候（Am）に属するが、標高が高いため気候は比較的冷涼であり、米は一

期作である。 

 

（３）社会的背景（人口、産業、歴史等） 

 

・イフガオ州は 11 の町（munisipality）からなり、都市は存在しない。州の総人口は 161,623 人（2000

年センサス）であり、そのうち先住民であるイフガオ族が約 150,000 人と州人口の大部分を占めている。 

・州の主要産業は農業と観光である。急峻なＶ字型渓谷の斜面に幾重にも作られた棚田は 2000 年以

上の歴史があるといわれ、その壮大な景観は 1995 年に世界遺産に登録され、イフガオにおける棚

田観光の中心地となっている。 

 

２．地域の自然資源の利用・管理の実態 

 

以下では、イフガオ州のバナウエ町（munisipality）のポイタン（Poitan）、イバヨン（Ivayong）、

バガアン（Bagaan）、ゴハン（Gohang）、ビューポイント（View Point）の 5 ヵ村と、キアンガン町

のピンドンガン（Pindongan）における自然資源の利用・管理の実態を整理する。 

 

（１）自然資源の利用・管理の経緯と現状 

 

１）棚田・畑・焼畑・ムヨンの複合的土地利用 

【イフガオの農村景観】 

・イフガオの農村景観は、共有林(inalah)、ムヨンと呼ばれる私有林(muyong)、タマネギや白菜など

の野菜生産のための畑、豆類・サトウキビ・サツマイモなどの生産用の焼畑(uma)、水田/棚田(payo)、

共有地であるチガヤ(Imperata cylindrica)の草地(magulun)、集落(bolele)などからなる。 

・棚田、畑、焼畑、ムヨンの占める割合はそれぞれの場所によって異なるが、共通するのは、谷底か

ら山肌の上部にかけて棚田が築かれ、そのあいだや丘陵地上部付近にムヨンや焼畑がモザイク状に

分布した景観である。 
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・例えば、ポイタン村では、村有林が標高 1200 メートルから 2000 メートルの山頂までを覆ってい

る。山頂を覆う森には、両隣の村とのあいだに慣習的に境界が設定されている。本調査と同じ地域

で実施された The Pilot Study Team for JBIC [2000]の調査によると、この地域の棚田の約 9 割が

灌漑水田である。したがって山頂付近の共有林は、水源林として重要である。一方でムヨンは、標

高 800 メートルから 1200 メートルの間に、棚田や散在する集落とともにモザイク状に分布してい

る[葉山 2003: 83]。  

・また、バガアン村は、山に囲まれ小河川が流下するすり鉢状の谷に立地しており、谷の下部には棚

田が、上部にはムヨンなどの森林が分布している。それらの中間部には棚田に水を供給する水路が

設けられ、畑・焼畑、人家等が散在している。人家の周辺には果樹などの有用樹種が植栽されてい

る場合もある。 

 

図 バガアン村における複合的土地利用の概略 

（上記の図及び本事例に関する全ての図・写真の出典：平成20年度「SATOYAMA イニシアティブ検討業務」報告書（環境省

自然環境局）） 

 

写真 バガアン村の集落付近の景観 

【水田】 

・水田で栽培される水稲は、寒さに強く高地での栽培に適した品種,tinawon を中心として、多様な品

種が栽培されている。この地域では米は重要な主食の一つであるが、冷涼な気候のため水稲の生産

性があまり高くなく(二期作ができない)。 

・住民は一年を通して米が食べられるわけではない。調査した村では、生産したお米が食べられる期

間が一年のうち、3 ヶ月から 5 ヶ月程度、ということであり、それ以外の期間は、購入した低地米

や焼畑で栽培したサツマイモが重要な主食となっているということであった。 

・特に、1973 年に低地からの玄関であるイフガオ州ラモットとバナウエを結ぶ道路の拡張・舗装工
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事が行われ、低地へのアクセスが改善され、安い低地米が入るようになった。野菜販売などの農業

収入や、日雇い労働・小売業・公務員としての給与などの農外収入が増加する中で、低地米の購入

量が増加し、サツマイモの重要性は近年低下している。 

・水田の一部は一時的に畑として区画され、タロイモやタマネギなどが栽培されている。 

・肥料は、市販のものを使わない。稲の茎を棚田の一角に置き、小規模の野菜栽培などをした後に、

茎や葉を堆肥にする。このような稲を利用した堆肥のことを、イナゴ(inago)と呼ぶ。 

・棚田は、米と野菜づくりの繰り返しによって管理されている。米と野菜を栽培する間隔は、決めら

れた周期はなく、管理者の判断で棚田は利用される。 

・水田は様々な野生動植物（次頁表を参照）が採取される場所でもある。例えば、水田では、食用に

利用される二枚貝の一種(Lamellibranchiata など)の他、カムルチーやドジョウなどの魚(Channa 

striata, Misgurnus anguillicaudatus)が捕獲される。また、棚田畦畔に生える雑草は刈り取られ、

緑肥として利用されている。特に、ケアゾラシダ(azolla fern)が集められ、タマネギや白菜などの

野菜を栽培するときのマウンド材料として利用されている。 

【焼畑】 

・山間地域の急峻な地形、多い降水量等の条件の下では、急峻な岸壁を限界ぎりぎりまで造成した棚

田をさらに拡大するのは難しい。住民はそうした森林の一部を伐採し、焼畑を造成している。それ

は既述のとおり、端境期の食生活を支えるサツマイモの栽培地などとして重要な役割を担っている。 
 

表 水田とその周辺で採取される野生動植物・半栽培植物 

 

【ムヨン等の森林】 

・一方、残された森林では、後に詳述するように、燃材、建材、民具用材、食用や薬用に利用される

各種林産物、果樹などの換金作物を採取・収穫する場として利用されている。なお、ムヨンと焼畑

は空間的に固定されたものではなく、ムヨンが新たに伐採されて焼畑になったり、焼畑が長時間放

棄されてムヨンになったりする。したがって、ムヨンは例外なく、人の手が入った二次林である。 

・ムヨンには、agimit (Ficus minahassae)や lablabong (Ficus nota)など、多くの葉をつけ、豊富な

写真 棚田の隅で栽培される野菜 

写真 棚田畦畔に生える雑草は刈り

取られ、緑肥として利用 
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落葉を提供することから、水を涵養する能力が高いと住民が考えている樹木が存在している。これ

らの樹木は、木彫り用材として利用されているもので、保水のためだけに保育されているものでは

ない。しかし、これらの樹木を含む二次林が豊かに残されることで、この地域の保水機能がある程

度保たれていると考えられる。 

・また、降水量が 3000mm を超えるこの地域にあって、棚田の広がる斜面や丘陵地の頭頂部付近に

ムヨンがモザイク状に分布することによって、畦畔を破壊しかねない地表流水の流入、水稲耕作に

悪影響を及ぼす水田への土砂の流入・堆積が緩和されていると考えられている[Serrano and 

Cadaweng 2005:104;葉山 2003：83]。 

・これまで述べてきたことから示唆されるように、イフガオの農村景観を特徴づける棚田は、決して

棚田単独で営まれているわけではない。棚田は、畑、焼畑、ムヨンを構成要素とする体系的で複合

的な土地利用の一部をなし、全体として地域の人々の暮らしを支えている。 

 

（２）ムヨンの利用と管理 

【ムヨンにおいて利用されている生物資源】 

・ムヨンで日常的に薪を採取しているほか、ドリアン、リュウガン、マンゴーなど食用に利用される

果樹の実や、葉や茎や根が食糧や薬に利用される植物、ラタン(Calamus manilensisなど)、竹、マ

ホガニー(Swietenia mahagoni)やインドシタン(Narra, Pterocarpus indicus)など、家屋の建設や家

具の制作に用いられる建材・用材を採取している。また、嗜好料用、薬用、儀礼用に、多目的に利

用されるビンロウジ(Areca catechu)やキンマ(Piper spp.)も頻繁に採取されている。これらの有用

樹種の多くは、ムヨンに移植され、保育された半栽培植物である。  

・一部の村びとは、政府の観光振興策のもとでバナウエの観光化が急速に進む中で需要が増してきた

木彫り細工の原料（木彫り用材）として、alnus (Alnus japonica)、bahog (学名不明)、bangtinon (学

名不明)を採取している。 

・The Bagong Pagasa Foundationの報告書によると、イフガオ族のサブグループであるハプワン

(Hapuwan)の人びとは、稲にダメージを与える害虫を防除するための伝統的な防虫剤として約20

種類の香草をムヨンから採取している[Serrano and Cadaweng 2005: 106]。 

・このように、ムヨンで採取される植物資源の多くは自給目的で利用されているものだが、建築用材

や木彫り用材として需要のあるカシアマツ(Pinus kesiya var. langbianensis)やインドシタンは余

剰が販売されることもある。また、換金作物として、コーヒー、レモングラス(Cymbopogon citratus)、

柑橘類(citras)を植栽している世帯も見られた。 

・以上述べてきた植物資源の他に、ムヨンでは動物も捕獲されている。ムヨンには、ipil-ipilのように

野鳥が好む実をつける樹木が存在している。近年、捕獲している者の数は減ってきているが、村び

とのなかには、食用に利用するため罠を仕掛けてそうした野鳥(tektek, hikot, uhiliなど。いずれも

学名不明)を捕獲する者もいるという。 

・ムヨンは植物種の多様性が比較的高い空間である。Rondoloがムヨンで実施したインベントリー調

査(25メートルの方形区67カ所)によると71科、264種の植物種(その多くは在来種)が記載された

[Rondolo 2001:23]。ムヨンでみられる主要な植物はEuphorbiaceae(24種)、Moraceae、Meeeliaceae、

Leguminosae、Poaceae、Anacardiaceae、Rubiaceaeなどで、ひとつのムヨンには13種から47種(平

均30 種)の植物が確認されている(次頁表を参照)。その多くはこの地域の固有種である。原生林が

伐採されてほとんど存在しないなか、ムヨンはイフガオの植物種の多様性を維持する上で重要な存

在であるといえる[Rondolo 2001:23]。  
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図 ゴハン村のムヨン 

表 ムヨンの有用植物 

 

【ムヨンの持続可能な利用を支える管理と社会制度】 

a) ムヨンの造成： 

・ムヨンには丘陵地の登頂部付近や急峻な斜面など、棚田耕作に適していない場所の森が切り開かれ

ないで残され、有用植物の採取の場所として長期にわたって利用されてきたもの以外に、次に述べ

るように、焼畑放棄後に天然更新や植林によって造成されたものがある。  

・ゴハン村のある住民によると、次の3つの方法がある。第一に自生する樹種が点在する草地を整備

し、天然更新させる方法である。まず草を根から抜き、地面が見える状態に整地する。そうすると、

二次遷移によって潅木などが自然に成長を始める。同時に鳥の糞によって運ばれた果樹の種子が、

地面に落ち、自然に発芽する。草刈りなどによって自生した樹木を世話し、森の再生を早める。 

・また第二の方法は、第一の方法の亜型と言えるべきものだが、土地全体を除草・整地するのではな

く、自生した樹種（Anablonなど）の周囲だけ、除草・整地し、森林の再生を促すものである。 

・そして第三の方法は、焼畑放棄後に積極的に、松やインドシタンなどの樹木を植林することにより

ムヨンを造成する方法である。 

・1970年代からこのような方法でムヨンが作られてきたという。 

・1970年代半ば以降、建築用材や木彫り用材として需要があり、自家消費だけではなく商業価値を持

つ早生樹種であるグメリナ (Gmelina arborea)、カシアマツ、そして、インドシタンなどの苗が、

環境天然資源省(DENR)や欧州連合のプロジェクトで提供され、植林が広範に行われてきた。  

b) ムヨンの維持管理： 

・ムヨンには私的な保有が認められており、保有者によって間伐、枝打ち、下刈などが行われている。 

・ゴハン村のある住民によると、薪炭用の木材を伐採する際、枯死しつつある木、幹や枝が曲がって

いる木、生育が止まっている木を優先的に利用するという。天然更新を促すために、伐採した後は、

半径１ｍぐらいの円状に伐採地の下刈をおこなうという。 また、建材用などに樹木を伐採する場

合、伐採後に散在した枝葉を一カ所に集め、周辺の下刈を行う。そうすることで、伐採木の周りの

稚樹の成長が促され、より早期に植生が回復するという。その他にも、伐採木の代替として新たに

樹木を植えることもある[Serrano and Cadaweng 2005: 109]。  
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c) ムヨンの資源へのアクセス・コントロール： 

・ムヨンの利用は保有者によって管理されている。ムヨンのほか棚田も私有地とみなされおり、他方

で、共有林と焼畑地は共有地とみなされている。  

・ムヨンの境界は谷や小川などの自然の地形的特徴を目印にひかれており、その位置に関しては村び

とのあいだで共通の認識がある。 

d) ムヨンの相続制度： 

・ムヨンの「保有権」は相続によって承継されている。かつて、第一子が優先的に保有者となってい

たが、現在では個人保有から家族全体による共有へと変化している。つまり、特定個人に分割相続

させるのではなく、兄弟全員が保有権を相続することが多くなってきている。 

・ムヨンの維持管理のための知識や技術が、相続によって伝えられる例もある。ゴハン村のある住民

によると、維持管理にかかる彼の知識や技術は、彼が学んだイフガオ州立農林業大学ではなく、被

相続人の叔父によって教えられたものであった。  

e) ムヨンの利用をめぐる紛争の解決方法： 

・ムヨンの利用をめぐる紛争として、兄弟姉妹のムヨンが隣接している場合に、境界線を間違えて、他の

兄弟のムヨン内で木材伐採をしてしまい、保有者に訴えられるケースや、自身が保有するムヨンだと認

識していた男性（保有者の兄弟）が、保有者に無断で木を伐採しため、保有者がDENR職員らに訴えた

ケース（家の建材や、葬式に必要な木材を伐採する場合、許可は必要ないが、伐採した木を売る場合に

は、Muyong Resource PermissionをDENRに申請し、許可を得る必要がある）などがあった。 

・こうしたムヨンの利用をめぐる紛争は、ルプン(lupun)と呼ばれるバランガイ(村落)の評議会を通じ

て解決されることになっている。3年ごとの選挙によって選出される村長と７名の評議員、村長に

よって任命される書記と収入役からなるルプンは、紛争当事者(違法伐採者と保有者など）の主張を

聞いたのちに、協議を行い、裁定を下す。バランガイレベルで解決できなかった場合には、町の裁

判所（Municipal Court）で紛争処理を行うが、そのようなケースは稀であるという。  

 

（２）自然資源の利用・管理の問題点及び生物多様性への影響 

 

１）都市への移住による農業離れ 

・1970 年代に低地との交通の玄関であるラモットとバナウエを結ぶ道路が拡張・舗装され、低地へ

のアクセスが大幅に改善された。それに伴って、都市部に移住して、職を探す村人が増えた。 

・Villalon[2005]によると、イフガオのあるコミュニティでは、1980 年から 1998 年までの約 20 年間

で、農業に投下する労働量が約 70 パーセント低下したという[Nozawa et al. 2008: 18]。 

・また、別の報告では村外への移住などを背景とした農業離れによって、イフガオの 30 パーセント

の棚田が放棄されるにいたっているという[SITMo 2008: ⅶ]5。そのため、イフガオの棚田は、2001

年に世界危機遺産に指定されている。 

・村外への移出や農業離れは、棚田の放棄だけではなく、ムヨンが管理されずに放置される事態をも

招いている。 

 

２）薪需要の低下 

・イフガオにおいて薪は現在でも主要な燃料である。しかし、公務員、ホテル勤務、出稼ぎなど比較

的多くの農外収入を得ることのできるコミュニティ内の富裕層を中心に、現在は LP ガスの使用も

普及し始めている。 

・ムヨンに手入れをするためだけに入ることは稀である。多くの住民は、薪を採集するときに下刈を
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したり、盗伐がないかどうかを確認する。したがって、薪以外に、換金用の有用樹を育てたり、木

彫り細工用の木材を調達したりするなど、ムヨンの資源に強く依存している世帯以外は、薪の採集

を行わなくなれば、ムヨンの維持管理に費やす機会も自ずと減ってくる。薪の採取とムヨンの維持

管理は一体になっているのである。 

・こうした状況のなか、森林資源に依存する住民によって管理が継続されるムヨンが存在する一方、森林

資源に依存しない住民によって半ば放置されつつあるムヨンが現れ始めている [葉山 2003:93]。 

 

（３）上記問題点の解決に向けた地域計画等 

 

（既往資料から把握することはできなかった。） 

 

３．取組事例の詳細 

 

（１）取組事例の全体像 

 

水田･焼畑･ムヨンの（二次林）利用と管理は伝統的な農林業の営みそのものであり、その内容は既に

「２．地域の自然資源の利用・管理の実態」で述べた通りである。 

 

（２）ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブの「５つの視点」から見た自然資源の利用・管理の詳細 

 

本事例と５つの視点の主な関係は、下表に示すとおりである。 

表 本事例と 5 つの視点の主な関係 

５つの視点 本事例との関連 

１）環境容量・自然

復元力の範囲内

での利用 

【ムヨンにおける二次林の持続可能な利用・管理】 

・ムヨンは人の手が入った二次林であり、燃材、建材、民具用材、食用や薬用に利

用される各種林産物、果樹などの換金作物を採取・収穫する場として利用される

とともに、これを通じて維持されている。 

・二次林が豊かに残されることで、保水機能がある程度保たれていると考えられる。

また、斜面や丘陵地の頭頂部付近にムヨンが分布することによって、水田への地

表流水や土砂の流入が緩和されていると考えられる。 

【ムヨン及び水田における生物多様性】 

・ムヨンは植物種の多様性が比較的高い空間であり、イフガオの植物種の多様性を

維持する上で重要な存在であるといえる。 

・水田には様々な野生動植物が生息・生育しており、その中には、食用に利用され

る二枚貝、カムルチー、ドジョウや、緑肥等として利用される棚田畦畔の雑草な

ど、人間の利用に供されるものも多い。 

２）自然資源の循環

利用 

・イフガオの農村景観は、共有林、ムヨンと呼ばれる私有林、野菜生産のための畑、

豆類等を生産する焼畑、水田／棚田、共有地であるチガヤの草地、集落などで囲ま

れており、これらの異なる土地利用の間で機能的な物質循環が形成されている。 

３）地域の伝統・文

化の評価 

・イフガオにおける伝統的な土地及び自然資源の利用・管理の持続可能性と合理性は、

何世紀もの間、生態系が安定的に継承されていることによって示されている。 

４）多様な主体の参

加と協働 

（特記なし） 

５）地域社会・経済

への貢献 

・長年にわたって維持されてきた、棚田や二次林等が複雑に組み合わさった風光明媚

な景観は、今日では世界的な観光資源となっており、多数の観光客が訪れている。 

以上 
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